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デジタル地球儀「スフィア」
で学ぶ～ゼロカーボンと地
球温暖化の基礎知識●一般
2023/9/16㊏豊丘村公民館

ゼロカーボンへ向けた
事業所の省エネ対策
2023/5/16㊋
小諸商工会議所●行政
2023/9/16㊏豊岡公民館

家庭科「持続可能な暮らし
へ」環境や資源に配慮した
生活 2024/2/21㊌安曇野
市立明南小 6 年生●学校

🌍🌍温暖化防止活動推進センター通信🌎🌎

令和 年度 実績報告

■推進員派遣事業とは…

長野県内で開催される地球温暖化防止に関するイ
ベント（研修会・講習会など）に、主催者からの申請
に応じて推進員を講師として派遣し、地球温暖化防
止に関する知識の普及・啓発を行う事業です。
■派遣回数・参加者数は回復中！

令和 5 年度の派遣回数は 25 回、参加者数は
1,351 人で、コロナ禍前の水準に戻りつつあります。 

■子ども、事業者、一般、バランスよく講座を開催

対象者別では、小学校への出前授業が増えたこと
により、子ども向け講座（11回・439人）が最も多く
開催されました。事業者向け講座（8回・722人）や
一般向け講座（6 回・190人） も活発に開かれ、幅
広い普及啓発ができました。 
 

地球温暖化防止に関するイベント開催を検討中の皆さまへ

「地球温暖化について分かりやすく教えてほしい」「省エネについて
詳しく知りたい」など、ご要望に応じて推進員を派遣いたしますので、
ぜひ本事業をご活用ください！ ご依頼お待ちしております＼ ／

 

eco ポッポふれあいフェス
発電体験
2023/7/23㊐諏訪湖周クリ
ーンセンター●親子向け
23/9/16㊏豊岡公民館
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○推 大気汚染･オゾン･森林火災･海氷などを見て
みたいというリクエストが多かったです。

○主 大変分かりやすく丁寧な講演でした。

○主 イベント参加者に対し、笑顔で親切かつ丁寧
に対応していただき、大変好印象でした。

○推 卒業の思い出となるような講座をすること
ができて、本当に良かったと思います。

✱写真下のコメントは、実施報告書に記載された推進員によるコメント＝○推 、
主催者による感想・意見等＝○主 から抜粋しました。

出 講前 座 い ろ い ろ

☞推進員派遣事業の詳細は
県センターHPへ

対象者別のイベント状況
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脱炭素チャレンジカップとは…
「脱炭素チャレンジカップ」は CO2排出量の実質
ゼロを目的とした地球温暖化防止に関する地域活
動について、優れた取組を表彰している全国大会で
す。どなたでもエントリー可能で、今回で 14 回目を
迎えました。一般社団法人地球温暖化防止全国ネ
ットと一般財団法人セブン-イレブン記念財団の共
催、環境省・文部科学省等の後援で行われています。 
早くから気候変動に対する取組を進めていた長
野県は、2016 年の「脱炭素杯」で「ベスト長期目
標賞」自治体部門の大賞に選ばれました。 

2021 年には、飯山市雪エネルギー検討会議が
「雪室を利用した地域の特色ある商品の開発」で
「社会活動分野」の「文部科学大臣賞」を受賞して
います。 （☞エコシンNo.220参照） 

 今回（第 回）は県勢が高評価
チャレンジカップは、「市民部門」「企業・自治体
部門」「学生部門」「キッズ部門」の 4 部門があり、
書類による一次審査、2 分間のビデオによるプレゼ
ン審査を経て、最終審査で各賞が決定されます。今
回は 2月 6日に表彰式が行われ、県内からの応募
が高く評価されました。 

法人まめってぇ鬼無里 〔市民部門〕

「審査員特別賞」受賞！

2020年に「信州エコ大賞」を受賞した「NPO法
人まめってぇ鬼無里」が、里山の森と暮らしとをつな
いで脱炭素地域づくりを行う「きなさごこちプロジェ
クト」の取組で、「審査員特別賞」を審査委員長の
江守正多氏より授与されました。 
風光明媚な鬼無里も過疎化が進んでいますが、
そのなかで森林整備、薪エネルギーの活用、築 150 

 
 
 
 
 
 
 

年にもなる古民家の再生、遊休農地の活用を連動
させ、これからの地域のあり方を考える機会と場所
を提供しています。 （☞エコシン No.213参照） 

佐久平総合技術高等学校 〔学生部門〕

「いのちをつなぐ 賞」受賞！

佐久平総合技術高等学校が「エシカスフードで
SAKE 文化をリノベーション 」の取組を紹介、昨年
に続いてファイナリストとなりました。同校は 11 の酒
蔵を抱える佐久市にあり、日本酒造りの“残りかす”
である酒粕に着目し、地域企業と連携した酒粕の需
要拡大や SDGs の推進・啓発に係る環境活動を続
けており、地域を巻き込むことに加え、酒どころ・神戸
にまでその活動が拡がりを見せていることなどが評
価され、企業/団体賞の一つである「いのちをつなぐ
SARAYA賞」に輝きました。ちなみに昨年は「カスを
価値に 佐久酒粕プロジェクト」でセブン-イレブン記
念財団の「最優秀地域活性化賞」を受賞しました。  

（☞エコシン No.234参照） 

南信州広域タクシー有限会社 〔企業・自治体部門〕

「奨励賞」受賞！

南信州広域タクシー有限会社が「企業・自治体
部門」の「奨励賞」を受賞しました。同社は、エコドラ
イブの実践に加え、電気自動車〔写真〕など環境に 
やさしい車両の導
入・太陽光発電設
備の設置・非化石
証書の購入により、
ゼロエミッションタク
シーを運行するなど、
2050 ゼロカーボン 
に向けて先進的に取り組んでいます。 
惜しくもファイナリストは逃しましたが、同じころ行

われた公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財 
団主催「2023 年度エコドライブ活動
コンクール」の「事業所部門」で最高位
の「国土交通大臣賞」を受賞しました。  

県センター 「シンスマ最前線」☞ 
 
地球温暖化防止に向けた様々な活動を共有でき

る「脱炭素チャレンジカップ」。 次はあなたの活動を
アピールしてみませんか？  

✱表彰式の様子は で公開され
ていますので、ご覧ください。 ☞左より） 法人まめってぇ鬼無里 小田切奈々子氏

事務局長 吉田廣子氏、審査委員長・江守正多氏
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